２００９－２０１０年度

RI2660地区　ロータリー財団　地区補助金の申請書
（District Simplified Grants：DSG）
地区番号　２６６０　　クラブ名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1. プロジェクト名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2. 開始期日　　　　　　　　　　　　　　　　予定終了期日　　　　　　　　　　　　　　
3. 実施場所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　
4. プロジェクト内容（簡潔に）：
5. 恩恵を受ける人々は誰ですか。
6. プロジェクトに何名のロータリアンが参加しますか。　　　　　　　　　　　　　名
7. プロジェクトに資金面以外で参加するロータリアンの活動について、箇条書きで少なく
   とも２つ記述して下さい。
　・
　・
　・
8. 本活動が、ロータリーの提唱プロジェクトであることを、どの様な方法で公表しますか。　　　　　　（新聞発表、ロータリーマークの表示など）
9. 協力団体が関与している場合、その団体の役割は何ですか。

　（プロジェクトの推進上、不可欠な協力団体があれば記述して下さい）　
10. 予算―プロジェクト全体の詳細な予算計画を記載し、ロータリークラブ宛の見積書を添付してください。補助金に使用できない項目についてはハンドブックまたは「授与と受諾の条件」をご参照の上予算項目から省き、予算項目は具体的にご記入ください。[ ◎良い例：パソコン5台、車いす10台、室料、ちらし…、×悪い例（何に使用されたのか明確でない予算項目）：ＴＸＣ20Ｊ、雑費、諸経費 ]
	予　算　項　目
	金　額　（税込）

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


　　　　　　　　　　　　　　　
Ⓐ　プロジェクトの合計使用金額　　　　　　　 　 　　　円
Ⓑ　クラブが負担する金額（Ⓐ－Ⓒ）　　　　　　　　　　　　円

Ⓒ　地区補助金の金額（Ⓐの半額…上限約200,000円）　　　　　　　　　　　　　円
※ただし、上限額はプロジェクト内容により柔軟に対応いたします。

11. プロジェクト連絡担当者―補助金の監督、管理にあたる２名のロータリアンを記載して下さい。

第1連絡担当者　　　　　　　　　　　ロータリーの職務名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　 　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　 　電話　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ファックス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　 Eメール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　 第2連絡担当者　　　　　　　　　　　ロータリーの職務名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　 　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　 　電話　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ファックス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　 　Eメール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
12. 承認―本プロジェクトに関与するロータリークラブは、ロータリー財団に対し、プロ
ジェクトの活動内容に責任を持ち、最終報告をする義務があります。
私は　　　　　　　　RCの会長として、地区補助金　　　　　　　円を使用することを確認します。また、プロジェクトの全てに責任を持ち、申請書の全ての記載事項が真実であり、正確であることを確認します。
クラブ会長
（署名） 　　　　　　　　　　　　　　（署名日）　　　　　　　　　　　　
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